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要約
本研究の目的はネイティブの英語感覚を明らかにすることである。研究によって、日本版の漫画ではキャラ

クターの心情や場面ごとの状況によってオノマトペを使い分け、英語版の漫画ではその作品の世界にある物

質などの、いわゆる世界観によってオノマトペが使い分けられているということがわかった。従って本研究で

は、ネイティブの英語感覚は、伝えたいと思っている内容の設定や概要などの情報を中心に使用する語を選

んでいるということが結論付けられた。

１．はじめに
海外の漫画を読んだとき、翻訳を通して日本語とニュアンスが変わっていると感じた。そのなかでもオノマト

ペは「違い」が生じやすいと感じたため、研究対象として選んだ。この研究ではオノマトペを、翻訳の際にどの

ような発想から訳語が選ばれているのかという観点で調査していく。また、オノマトペを知ることでやや特殊な

切り口から言語への理解を深めていき、結果として「ネイティブの英語感覚」を理解する材料の一つとして使え

るのではないかと考える。

２．研究手法
『SPY FAMILY』１巻の日本語版において使われているオノマトペと、英語版で使われているオノマトペをそ

れぞれ表にまとめて比較する。その中で対訳の単語が二種類以上になっているものを調べ、その相違点を考

える。

３．結果

　一つの日本語が複数の英語になる場合は上の図の通り、11個のオノマトペがあった。「ガチャ」は扉を開け

るオノマトペとして使われ、ドアが古い場合にkree、新しい場合にchackと使い分けられていた。また「ばっ」は

動きの勢いで、「バサッ」は飛び降りたのか布の袋を外したのか、「ひしっ」は手を握ったのか抱きしめる手に力

を込めたのか、「スターン」は勢いよく倒れたのか疲れてフラッと倒れたのか、「パパパ」は銃を撃ったのか物を

服から探したのかなどを基準に使い分けられていた。





　一つの英語が複数の日本語になる場合は上の図の通り、４１個のオノマトペがあった。「clench」は歯ぎしりを

する様子を表す「きゅっ」と、問い詰められて言葉に詰まる様子を表す「ぐっ」という二種類の意味で使い分け

られていた。また、「freeze」は動きが止まる場合では共通しているが、日本語の場合ではヒヤッとした場合と驚

いた場合という点で、「fwp」は呼びかける場合として使われていても陽気な場合と寂しそうな場合という点で、

「pat」は頭をなでる場合に使われるが励ます場合と褒める場合という点で、「shock」は大きく感情が動く場合で

もがっかりした場合と驚いた場合という点で、使い分けられていた。

４．考察
一つの日本語のオノマトペに複数の英訳がある場合からは、英訳版のオノマトペは作中の物体、材質、量

などの違いを意識して使い分けられていると考えられる。一つの英語のオノマトペに複数の日本語訳がある場

合からは、日本語版のオノマトペは漫画の表現上重要な、人物の感情や場の状況を意識して使い分けられて

いると考えられる。これは作者の意図が汲み取られていることが原因とも考えられる。また、これらに当てはまら

ないオノマトペも複数見られたため翻訳を担当した人物の個人的な感覚に左右されている場合もあると考察

する。

５．結論
日本語の言語感覚は感情などの細かな表現を行うことを重視し、英語の言語感覚は物質的なものを表現

することを重要視する傾向があるという結論に至った。つまり、漫画のオノマトペにおけるネイティブの英語感

覚は物語の世界観を的確に表すことを重要視していると考える。これをネイティブの英語感覚まで広げて考え

るならば、物事の背景や概要など、相手に理解してもらうための土台となる部分を詳しく伝えようとしていると考

える。
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